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 平成27年3月18日 

株式会社マネースクウェアＨＤ 

【東証第一部：8728】 

 

 

 

株式会社マネースクウェアＨＤ（本社：東京都港区、代表取締役社長：相葉斉、以下「当社」）の子会社で

あるＦＸ事業会社、株式会社マネースクウェア・ジャパン（本社：東京都港区、代表取締役社長：相葉斉、

以下「Ｍ２Ｊ」） は、株式会社ヤクルト球団（本社：東京都港区、代表取締役社長兼オーナー代行：衣笠剛、

球団名：東京ヤクルトスワローズ、以下「東京ヤクルトスワローズ」）が、本年４月よりスタートするベース

ボール教室『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』を、年間を通してスポンサードいたしますので、お知らせいた

します。  

 

 

 なお、当プレスリリースを以下のとおり添付しております。 

 

 

記 

 

  ・株式会社マネースクウェア・ジャパン プレスリリース 

   「『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』をスポンサードします」 

 

 

 以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 本件に関するお問合せ先 

㈱マネースクウェア HD 広報/IR チーム：北澤、田実 

Tel：03-3470-5077（代表） E-mail：ir@m2hd.co.jp 

 

■ サービス内容等に関するお問合せ先 

㈱マネースクウェア・ジャパン カスタマーデスク   Tel：0120-455-512 

 

mailto:ir@m2hd.co.jp
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株式会社マネースクウェアＨＤ（本社：東京都港区、代表取締役社長：相葉斉、以下「当社」）の子会社で

あるＦＸ事業会社、株式会社マネースクウェア・ジャパン（本社：東京都港区、代表取締役社長：相葉斉、以

下「Ｍ２Ｊ」） は、株式会社ヤクルト球団（本社：東京都港区、代表取締役社長兼オーナー代行：衣笠剛、球

団名：東京ヤクルトスワローズ、以下「東京ヤクルトスワローズ」）が、本年４月よりスタートするベースボ

ール教室『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』を、年間を通してスポンサードします。 

 

記 

 
  

Ｍ２Ｊがオフィシャル・スポンサーを務めております東京ヤクルトスワローズが主催するベースボール教室

『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』を、年間を通してスポンサードします。Ｍ２Ｊではこれまで、ＦＸ投資家の

皆様を対象に、正しい「知識」と「知恵」に基づいた『資産運用としてのＦＸ』を啓蒙するべく、為替の学校

「Ｍ２ＪＦＸアカデミア」や「全国セミナープロジェクト」を通して投資教育に力を注いでまいりました。今

回の取組みも、野球を通して、将来を担う子供たちに、仲間とコミュニケーションをとり、助け合いながら一

つの事を成し遂げるチームワークの大切さを学んで欲しいとの思いから、『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』と

名付けられています。 

 

 Ｍ２ＪはこれからもＣＳＲ活動の一環として「育成」と「教育」をテーマに、様々な活動を通じて各分野に

おける人々のリテラシーの向上とその分野の振興をサポートして参ります。 

 

 

■ 活動概要 
『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』では、宮本慎也氏をはじめとする東京ヤクルトスワローズＯＢを講師に迎

え、親子で楽しく野球を学べるベースボール教室として開講します。確かな知識をもとに構成されたプログラ

ムをベースに、憧れのプロ野球ＯＢ選手から野球の楽しさを感じながらしっかりと学ぶことができ、また親子

でふれあう絶好の機会として、いつまでも思い出に残る素晴らしい体験をしていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後もＭ２Ｊと東京ヤクルトスワローズとは、ゴールデンウィークなど大型連休を利用した社会人向けの

野球教室など、さまざまなコラボレーション企画を実施する予定です。 

『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』 

をスポンサードします。 

名称   ：『Ｍ２Ｊスワローズアカデミア』 

実施日  ：2015 年４月～９月 計６回 

開催場所：東京(神宮室内球技場) 

対象   ：幼稚園年中から小学２年生まで 

参加形態：親子参加 

主要講師：宮本慎也氏をはじめとする 

東京ヤクルトスワローズＯＢ 

実施内容：親子キャッチボールを基本に 

楽しく野球を学ぶ 
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■ 株式会社マネースクウェアＨＤ 
当社グループは、純粋持株会社である株式会社マネースクウェアＨＤ、その傘下に、主に外国為替証拠金取引業を営む

株式会社マネースクウェア・ジャパン、第二種金融商品取引業等を営む株式会社Ｍ２・インベストメント・アドバイザリ

ー、そして、海外子会社である MONEY SQUARE INTERNATIONAL, INC.から構成される企業集団です。常にお客様

の視点に立ち「マネーゲームではない、お客様にとって最適な資産運用」の実現を目指し、他社とは一線を画したビジネ

スモデルを貫き続けています。 

U R L ：http://www.m2hd.co.jp/ 

会 社 名 ：株式会社マネースクウェアＨＤ（MONEY SQUARE HOLDINGS, INC.） 

本 社 ：東京都港区赤坂９丁目７番１号 ミッドタウン・タワー    TEL(03)3470-5077 FAX(03)3470-5053 

代 表 者 ：代表取締役社長  相葉 斉 

設 立 ：平成 14 年 10 月 10 日 

資 本 金 ：1,224,005 千円（平成 26 年 10 月 1 日現在） 

事 業 概 要 ：グループ会社株式保有によるグループ経営企画・管理、子会社の管理業務受託等 

 

 

■ 株式会社マネースクウェア・ジャパン 
平成 14 年の創業以来、「挑戦と規律」という企業理念の下、FX 業界大手として外国為替証拠金取引（FX 取引）におけ

る革新的なサービスを提供しています。一定間隔で一定金額の新規注文を同時に複数発注する「トラップトレード®」注文

（平成 18 年６月より、特許取得済み）、イフダン注文の新規と決済の注文を自動的に繰り返し発注する「リピートイフダ

ン®」注文（平成 19 年７月より、特許取得済み）、また、それらの複合注文である「トラップリピートイフダン®」注文（平

成 19 年 12 月より、特許取得済み）、や「ダブルリピートイフダン®」注文（平成 23 年 11 月より、特許取得済み）など、

当社独自の多機能な発注管理機能を取り揃え、お客様に「マネーゲームではない資産運用としての外国為替証拠金取引（FX

取引）」を提供しております。 

U R L ：http://www.m2j.co.jp/  

会 社 名 ：株式会社マネースクウェア・ジャパン（MONEY SQUARE JAPAN, INC.） 

本 社 ：東京都港区赤坂９丁目７番１号 ミッドタウン・タワー   TEL(03)3470-5050 FAX(03)3470-5053 

代 表 者 ：代表取締役社長  相葉 斉 

設 立 ：平成 26 年５月 20 日 

資 本 金 ：1,700,000 千円（平成 26 年 10 月１日現在） 

事 業 概 要 ：第一種金融商品取引業（主に外国為替証拠金取引(ＦＸ取引)業 

発注管理機能である「トラップトレード®」「リピートイフダン®」「トラップリピートイフダン®」「ダブルリピートイフ

ダン®」は取引の利益を保証するものではありません。投資判断はお客様ご自身でなさって頂きますようお願いいたします。 

同一通貨ペアで複数の「ダブルリピートイフダン®」を入れる、またはすでにポジションを持っている通貨ペアで新たに

「ダブルリピートイフダン®」を注文すると両建て取引となることがありますのでご注意ください。 

 

以上 

株式会社マネースクウェア・ジャパン 

金融商品取引業 関東財務局長(金商) 第 2797 号  (加入協会)一般社団法人金融先物取引業協会 

 

＜お取引に関しての注意事項＞ 

●取引開始にあたっては契約締結前書面をよくお読みになり、リスク・取引等の内容をご理解頂いた上で、ご自身の判断にてお願いい

たします。当社の外国為替証拠金取引は、元本および収益が保証されているものではありません。また、取引総代金に比較して少額の

資金でお取引を行うため、多額の利益となることもありますが、通貨価格の変動や金利動向の変化により預託した資金以上の損失が生

じる可能性があります。また、外貨事情の急変、外国為替市場の閉鎖等、不可抗力と認められる事由により外国為替取引が不能となる

可能性があります。 

●取引手数料は価格上乗せ方式で、新規および決済取引のそれぞれに必要となります。手数料額は 1,000 通貨単位当たり 10～100 円（対

ドル通貨は 0.1～1 ドル）で、通貨ペアおよび諸条件により異なります。 

●当社が提示するレートには、買値と売値に差（スプレッド）があります。流動性が低くなる場合や、天変地異、戦争等による相場の

急激な変動が生じた場合、スプレッドが広がることがあります。 

●取引に必要な証拠金額は、個人のお客様の場合取引総代金の４％、法人のお客様の場合取引総代金の２％となります。 

http://www.m2hd.co.jp/

